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連携したミコシギクの保全と

地域の活性化

泉 忠文（福富のミコシギクを守る会会長）

間所 克成（福富のミコシギクを守る会副会長）
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大﨑 壮巳（広島大学統合生命科学研究科博士後期3年）

○稲葉 啓斗（広島大学総合科学部3年）

山本 晃弘（広島市植物公園）

塩路 恒生（広島大学東広島植物園）

○清水 則雄（広島大学総合博物館）



ミコシギク（別名：ホソバノセイタカギク）

Leucanthemella linearis キク科ミコシギク属

ミコシギクの葉

日当たりの良い湿地に生える多年草。地下茎が横に伸びて先端から新芽をだしてふ
える。茎は高さ30～100cmになる。葉はふつう１～２対に羽裂し、裂片は狭く表
面はばらつき、縁は裏面に曲がる。花期は９～11月。



＜ミコシギクが希少種として扱われる理由＞
大陸遺存植物：日本が大陸と陸続きであったころ、大陸と日
本に広く分布していた植物でしだいに離ればなれに分布する
ようになった。生物学的に大変貴重。山間の湿地に点在して
見られるが、湿地開発、森林伐採、自然遷移により生育環境
が悪化。

環境省RDBカテゴリー：絶滅危惧Ⅱ類（VU）
絶滅の危険が増大している種

広島県RDBカテゴリー：絶滅危惧Ⅰ類（CR＋EN）
絶滅の危機に瀕している種

広島県
三次市や世羅町などの湿地にわずかに残存。

高速道路等の造成により生息地は消滅・危機
的状態。
岡山県新見市の鯉が窪湿原（国の天然記念

物指定）に、まとまった自生地が知られる。

現存する府県とし
て愛知，岡山，広
島が挙げられ，文
献の記録として茨
城，群馬，岐阜，
静岡が挙げられて
いる。



福富中近くの生育地：生育は良好

10月11日

２００７年

撮影：塩路恒生

菊研究の大家であった田中隆壮
（第8代広島大学長）先生も毎
年生息確認に訪れる希少な場所



２０１９年

・現地調査 2019年2月27日

シカやイノシシに自生地を荒らさ
れ、ミコシギクは見当たらない

撮影：塩路恒生

発端は中学校の社会見学で広大を
訪問した時にミコシギクのことを
知った。



シカによる踏み荒らしと食害状況

大半がシカによる踏み荒らし

シカのフン

シカの足跡

ミコシギクは消滅してしまったのか？



スゲ科草本の中に、細々と残っていた！

・緊急対策
防護柵設置（2020年8月11日）



2020年10月28日時点で17株30本の残存確認。
開花は3輪。1輪はその後、シカの食害により消失。



2021年より広域に防護柵（60ｍ）を設置（2回目）
大学・中学校・地域
福富中学校が保全活動に参加 【７１本確認】

2022年 福富のミコシギクを守る会発足



プロジェクト応募時の状況と課題

◆ 福富中学校
○総合的な学習の時間で調査研究
○調査結果の取りまとめ

◆ 広島大学
○定期的な現地確認
○中学校の保全活動支援
○関係機関との情報共有

◆ 地域（ミコシギクを守る会）
○学校の調査研究支援
○環境保全作業

応募時の状況 課題

○ 保全活動の継続
継続的な保全活動の知

見がない

○ 地域の環境意識醸成
保全活動に参加する住

民が少ない

○ 資源活用による地域
活性化
資源を活かした取り組

みのノウハウがない



プロジェクトの活動内容
①保全活動の継続

・域内保全：定期的な草刈り 、防獣柵のメンテナンス

現地調査、環境分析

・域外保全：種子採取（11-12月）

中学校、広島大学東広島植物園、広島市植物公園で保護育成

②地域の環境意識の醸成

中学校等と連携した授業や地域での啓発活動

・出前授業：教職員及び広島市植物公園の職員が実施

・博物館を介した普及展示や講演会等の実施

③地域資源化による地域の活性化

・木道整備、花期に見学会を開催し、ツアー化の検討

・関連商品の開発：薫物（芳香剤づくり）の試行

・東広島市の天然記念物指定による法的保護



地域
泉 忠文（福富のミコシギクを守る会会長）

間所 克成（福富のミコシギクを守る会副会長）

地域住民

学校
中谷 成男（東広島市立福富小・中学校校長）

中学生（1.2年生）

大学
清水 則雄（広島大学総合博物館） 調査・環境整備

塩路 恒生（広島大学東広島植物園）調査・出前授業、環境整備

大﨑 壮巳（広島大学統合生命科学研究科博士後期3年）調査・環境整備

稲葉 啓斗（広島大学総合科学部3年）調査・環境整備

CSR（キャンパス・スチューデント・レンジャー）の学生 調査・環境整備

田中 圭子氏(広島大学グローバルキヤリアデザインセンター） 薫物ワークショップ

外部専門家
山本 晃弘（広島市植物公園） 域外保全・出前授業への参画

実施体制



①キックオフミーティング 7月14日 福富中学校 学校・地域・大学

菊を用いた高級芳香剤（市販品）

高級芳香剤の作り方、材料を学ぶ



②中学校での出前授業

外部専門家
山本 晃弘氏（広島市植物公園）
による出前授業

9月7日



③生育環境の改善（域内保全・域外保全）

今年も順調に開花

今年も順調に開花（約180本）。
花期が終了し種が熟す12月に種子採取。
東広島植物園（広島大学）・広島市植物公園にて域外保全予定。



④地域での啓発活動 豊栄支所での出前展示（7月22日-9月10日）3,194名
生徒による発表会（9月2日）35名



⑤草刈りと木道整備作業20230923



⑥キクを用いた平安時代の芳香剤の一種であ
る薫物（たきもの）の再現

• 平安時代の書物に、当時貴族が愛好した芳香
剤の一種、薫物(たきもの)のレシピあり。

• キクを使用した「菊花」のレシピも。

• ワークショップの実績を持つ田中圭子氏(広島
大学グローバルキヤリアデザインセンター教
育研究推進員）と連携

日本香堂HPより



地域資源化による地域の活性化 10月7日 福富中学校にて
通常のキクを使用して、ワークショップ。

試作した薫物（たきもの） 個包装のデザイン検討



⑦中学校での出前授業 押し葉標本づくり

10月12日ほか4日間（事前学習‐採集‐標本作り‐乾燥）
東広島植物園 塩路 恒生 技師、学生・院生

事前学習 採集

採集 標本作り



テープで台紙に固定適切なサイズにトリミング

大型標本を乾燥中 乾燥中の標本



ミコシギクの生育可能な環境条件とは？

発芽条件や播種実験からの分析

広島大学総合科学部4年
稲葉啓斗（いなばひろと）



域内保全

域外保全

②播種作業
➡ミコシギクが成長す
るためにどのような環
境が必要か？

①発芽実験
➡いつ発芽するか？
➡発芽にはどのような
条件が必要か？

生育地にある
ミコシギクの個体群

種子

発芽実験の模式図



発芽実験の結果

実験からわかったこと

◇長期間（1ヶ月以上）の低温処理が必要

◇乾燥保存で高温（36℃程度）を経験した
種子の発芽率が著しく低い

◇光があると、発芽が促進される

◇発芽可能な温度域が12-32℃

長期間（1ヶ月以上）低温状態が続き、湿った生育環境で

あることが重要です！



播種する場所の
検討

水分
（水分多い＝＋、水分少ない＝−）

①水分多い＆
光多い

④水分少ない＆
光少ない

③水分少ない＆
光多い

②水分多い＆
光少ない

播種実験のイメージ

光
（光多い＝＋、光少ない＝−）

播種する場所の環境を以下のように場合分けしました！



播種作業

大学の先生方や地域の方々に協力していただき、柵を設置しました！



播種後の様子

ミコシギク自生地周辺で水分条件・光条件の異なる場所5箇所に、

ミコシギクの種子を播きました。

➡現在、経過観察中です！

柵の中の様子 ミコシギクの実生



福富中学校・地域の方々との交流

◯福富中学校の生徒や福富町の地域の方々との交流

➡今後も交流を重ね、ミコシギクの保全を地域全体で実施していきます！

福富中学校の授業への参加ワークショップへの参加





活動スケジュール
Ⅰ.環境整備・調査（7-3月）

①キックオフミーティング

②第1回 野外調査

③第2回 野外調査

④木道整備→（仮設）

⑤第3回 野外調査

⑥環境分析（温度）

→照度、水分、温度の対照実験準備中

Ⅱ.教育普及，モニタツアーの立案・検討（10-3月）

⑦出前授業

⑧出前展示・教育普及

⑨観察会・モニターツアーの検討

→盗掘の可能性があるので慎重に検討

⑩種子の採取、摘花

11月25日と12月14日に実施

Ⅲ.成果報告（3月）

⑪薫物の試作

→域外保全にて採取した葉を用いて試

作予定

⑫公開報告会

赤字：実施済み
黄色マーカー：今後の予定



2023年12月に論文掲載

市の天然記念物への申請準備開始
2024年3月27日
教育委員会文化課

福富中学校
・東広島市教育研究奨励賞(団体の部)受賞
・広島県教育委員会
「探究的な学習の在り方に関する研究推進
地域」の指定
ミコシギクをはじめとする地域の課題解決
に関わる取り組みを実施し、その取組が評
価され受賞。



これから

・域内保全：播種実験による分析の継続
・域外保全
東広島植物園（広島大学）
広島市植物公園にて域外保全開始

・教育普及：押し葉標本の展示と解説
・薫物：域外保全地にて葉を採取し、試作

・観察会、エコツアー：盗掘の可能性もあるので今後慎重な検討。

・市の天然記念物への指定：教育委員会・地権者との調整

・愛知県豊橋市への視察・交流


